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探  

究

◇ナーサリーこぼれ話◇
「新しい自分になる」

　年度末までひと月余りとなった頃、事務スペースにいる私（主任）のところに「お願いしま〜す」と
２歳児担任が手をつないでＫを連れてくる。「どうしましたか？」と聞くと、「こっちの爪がここに当た
って痛い」とＫ。なるほど、足の親指の爪が四角く伸びて、人差し指の肉に当たって痛いらしい。
「切りましょうか？」「うん」「パッチンて切るほう？　チョキンて切るほう？」「パッチン」「わかりま
した」。あえてうやうやしく答えて私は保健用品の引き出しからニッパー式の（普通の）爪切りを取り
出し、「これですね。床に座りますか？　お膝にしますか？」と問う。「お膝」と迷いなくＫは言い、向
こう向きに膝に乗り、神妙に足元を見ている。準備は万端。いつの間にかすっかり大きくなったＫの右
横から体をよじってのぞき込むようにしないと、Ｋを膝に抱いた私にはＫの右足の爪先が見えない。ど
うにかこうにか爪のとがりを切り終える。Ｋは右側からパッと振り返り、私と目を見合わせて「へへっ」
と笑い、立ち上がってビュンと保育室に戻っていった。
　その日からＫは、何度となく私に手や足の爪を切ってもらいに来るようになる。そしてそのたび、膝
に座って右や左から私を振り返って、まだまだ幼いままのおどけた笑顔を見せては“持ち場”に戻って
いく。２度目３度目こそ、「え？　また？」と思ったが、その後はもう、「はいはい、どうぞどうぞ。い
らっしゃいませ」状態だ。私も担任も、よくもそう切ってほしいところを見つけるものだと呆れたり感
心したりしていたが、その後、何がどう展開して子どもたち大人たちがどんなふうだったか、詳細を振
り返ることもないくらいにバタバタと、３月は終わっていった。

　爪は、間違いなく自分の身体に属する（というか身
体を構成する）ものであるが、他の細胞各所と異なり、
ある程度の“意志”をもって「切り離す」（あるいは「切
ってもらう」）という、とてもよくわかる形で、本体（自
分の身体そのもの）から離されていく。そうして、切
り離した分だけ本体は新しい自分になっていく。

　ちょっぴり怖がりのＫは、優しさや真っすぐさはそのま
まに、昨日までの古い自分と少しだけさよならをして、新
しい自分になって４月からの生活を始めたのだと思う。

(主任保育士Ｋ)
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　春号の座談会は、『幼児の教育』の120年を振り
返り語りあうというもので、私も参加しました。そ
の中で、私は保育者として歩き始めてからずっと『幼
児の教育』に支えられてきたということを再確認し
ました。私は大学卒業後すぐに保育の現場に入りま
した。子どもと過ごす日々は楽しく喜びの多いもの
でしたが、同時に悩みも多くありました。目の前の
子どもの姿が見えなくなり保育に行き詰まるという
スランプに襲われたときに『幼児の教育』に手が伸
びました。ページを開くと津守先生の文章が目に留
まり、読み進めると、自分の中の気負いのようなも
のがすっと消えて、もう一度子どもに向きあおう！
と思えたことを覚えています。

　私のような保育者が日本中にたくさんいるのでは
ないでしょうか。『幼児の教育』は迷える保育者にと
って必要な雑誌です。これからも保育者や子育て中
の方々へ向けての発信を重ねていきたいと思います。
　2021年春号が皆様のお手元に届く頃、日本、そ
して世界はどうなっているのでしょうか。新型コロ
ナウイルス感染の拡大はなかなか止まりませんが、
感染対策として消毒や換気の徹底、３密を避ける行
動など、取るべき行動が明確になる中、懸命の努力
が重ねられています。保育の場でも子どもたちと一
緒に「私たちはできる！」「こうしていれば大丈夫！」
と言葉に出しながら日々を過ごしています。心の元
気を保ちながら一歩ずつの日々です。（ＭＡ）

幼児の教育 春号 第120巻　第２号

創刊120周年。歴史を生かし「今」の保育をどうするか。

　 ◇ 『幼児の教育』120年。未来に何をつなぐのか ２
　　座談会　子どもにとっておもちゃとは？
　　　　　　丸山素直氏・花牟禮瑠実子氏・柳 奏子氏・私市和子氏 ほか

◇　承認不安時代の子育て　山竹伸二氏

◇　海外の保育
　　タイ、ブータンでの生活経験から　太田孝輔氏 ※タイトル・内容が変更になる場合もあります。

● ご購入のお問い合わせは、フレーベル館までお願いします。03-5395-6613（営業）●

令和3年4月1日発行
編集発行人／浜口順子
編 集 担 当／田中恭子
発　行　所／お茶の水女子大学
　　　　　 『幼児の教育』編集委員会
　　　　　　〒112－8610
　　　　　　東京都文京区大塚2-1-1
　　　　　　お茶の水女子大学　
　　　　　　浜口順子研究室内
　　　　　　youji-no-kyouiku@cc.ocha.ac.jp
　　　　　　　　　　　　　　

発　売　所／株式会社フレーベル館
　　　　　　電話：03-5395-6604（編集）
振　　　替／00190-2-19640
印　刷　所／図書印刷株式会社
定　　　価／本体880円+税
Ⓒお茶の水女子大学『幼児の教育』編集委員会
 2021 Printed in Japan　　  無断転載禁止
落丁本・乱丁本はお取り替えいたします。

編集委員／上坂元絵里
　　　　　菊地知子
　　　　　久保健太
　　　　　松島のり子
　　　　　宮里暁美
　　　　　お茶大３園合同研究会
　　　　 （附属幼稚園、
　　　　　いずみナーサリー、
　　　　　文京区立お茶大こども園）
編集協力／フレーベル館

次号予告

編 集 後 記

2021年7月刊行予定夏

第120巻第１号（冬号）の発行日に間違いがありましたので訂正します。
（誤）令和３年４月１日→ （正）令和３年１月１日
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